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緒緒緒緒    言言言言
ブドウの栽培地の気象は原料ブドウの品質を決定す

る重要なファクターの一つであり，結果としてワイン

の品質に大きな影響を与える（ 
）．ブドウの栽培には生育期間の平均気温が ～
 であること（），太陽か

らの日射量が十分であること，一日の中で十分な気温

差があることなどが重要とされている（
）．また，温暖な地域と冷涼な地域では同じ品種

でも収穫されるブドウの特徴は大きく異なるため，作

られるワインの特徴も異なってくる．従って，地域ご

との気象とブドウの品種，ワインのスタイルとの関係

性について古くから研究が行われてきた．


 
年 月 日受理

（）は気候からアメリカ西海

岸のブドウ栽培地の分類を行う方法として 
（）を提唱した．これに対して（）
は  を改変し日照時間を変数として加えた 
（）を提唱した．一方，（）は，

日較差（：）
を考慮した（）を
提唱した．（）は平均気温から地域を分

類する（）を提

唱した．は非常にシンプルな方法であり，最も新

しい指標である．このような地域を分類する手法が現

在でも継続的に研究されている．
ブドウの栽培地を気候から分類し，栽培する品種を

選択することは高品質なブドウを栽培することにおい

て非常に重要である．例えばでボルドーは
に，ナパバレーはに分類される．しかし，

－23－

J. ASEV Jpn., Vol. 29, No. 1, 23-31 (2018)
American Society for 
Enology & Viticulture 
JAPAN Chapter



日本ではこういった研究はされていないのが現状であ

る．
以上のことから，日本国内の各地を気象で分類する

ことがブドウ栽培を行う上で重要であると考えた．そ

こで本研究では，各種指標を用いて日本を分類し，気

象的な特徴を提示した．アメリカ西海岸で行われた先

行研究（）を参考に（）
（），（）（
），  （）

（），（）
（）を用いて日本の地域ごとの気候の分類を

行った．


方方方方    法法法法
気象気象気象気象データの獲得データの獲得データの獲得データの獲得
気象データは全国各地に設置されている気象庁のア

メダス（：  
）の 年から 年の平均値を

用いた．


気象データの解析と分類気象データの解析と分類気象データの解析と分類気象データの解析と分類
気象データの解析は  ， ，

   と  
の 種を用いた．クラスの表記（
～ ）はそれぞれの各先行研究の分類に従

った．従って，それぞれのクラスの表記は指標ごとに

異なった方法で定義されており，同じ表記（例えば

）であっても，異なる指標間で直接比較すること

はできない．

．．．．（（（（））））（）

 
 
 
 


 
 











は日最高気温，は日最低気温とした．は 
月 日から 月 日までの期間で一日の平均気温が

 を上回った場合，その超過分を積算し（
），その結果から地域を分類する方法

である．の方法のクラス分けでは

を下回った場合とを上回った場合の

クラスの設定がなされていなかったため，本研究では

（）の分類法に基づいて地域の分類を行った．

．．．．（（（（））））（）

HI   max   10    102  ,  0 ∗





＝ 2.8311 ∗ 10

∗  arccos tan ∗ tan ∗ cos π ∗ 182.625
 ∗ 24


 0.30834


 
 
 
 


 
 
 

 
 
 
 
 
 
 



式 では は日平均気温とした．はを改変

し日照時間の補正 を係数として加えたものである．

式 は観測地点における日照時間の長さを太陽の軌道

から補正する式であり，本研究はオーストラリアにお

ける先行研究（）の算出方法に従っ

て式 よりの算出を行った．日本ではは 
～であった．式 において は地点ごとの緯度

をラジアンで表したもの， は黄道傾斜角（本研究

では を採用）， はユリウス暦で冬至であ

る からの経過日数（は ，は
）とし計算を行った．



（式 ）

（式 ）

（式 ）

℃
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式 では は日平均気温とした．はを改変

し日照時間の補正 を係数として加えたものである．

式 は観測地点における日照時間の長さを太陽の軌道

から補正する式であり，本研究はオーストラリアにお

ける先行研究（）の算出方法に従っ

て式 よりの算出を行った．日本ではは 
～であった．式 において は地点ごとの緯度

をラジアンで表したもの， は黄道傾斜角（本研究

では を採用）， はユリウス暦で冬至であ
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）とし計算を行った．



（式 ）

（式 ）

（式 ）

℃

（式 ）

  0.25 * Tmax  Tmin - 13, 13 < Tmax － Tmin  DTRadj  0, 10 < Tmax － Tmin < 13   0.25* Tmax － Tmin, Tmax － Tmin < 10 
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式 において は日最高気温，は日最低気温と

した．また補正係数  は  と同じものを用いた．

では日較差の補正と有効気温の上限について考

慮されている点が特徴である．

．．．．（（（（））））（

）

GST  ∑   /2  


 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 


は日最高気温，は日最低気温，は積算を行

った日数とした．


地図の作成地図の作成地図の作成地図の作成
各指標の数値を算出し，その後，日本地図上のアメダ

スの地点にプロットをし，緯度と標高の座標平面に色

分けしてプロットを行った．なお本研究の計算は

で行い，日本地図へのプロットは

の を用いた．


結結結結    果果果果
本研究では（），（），

  （），
（）の つの気候をもとにした分

類指標を用いて国内の気候的分類を行った．


．．．．による分類による分類による分類による分類
の結果をに示した．
日本国内において最も多いのは（％）で

ありこれについで（％）であった．
北海道は東部が，西部はに分類され

た．本州は内陸の標高の高い地点は  および

 に分類されたが，標高の高い地点を除くと緯

度が低いほど  の値が上がっていくことが明らかと

なった．中部地域以西では国土が東西に伸びているた

め観測地点の大部分がに分類された．ま

た，関東地域も同様にに分類された．
以上の結果から，北海道の道東地域及び九州の鹿児

島県以南はワイン用ブドウの栽培が困難な地域，それ

以外の地域は栽培が可能な地域に分類されたが，その

気候は地域により大きく異なることが明らかになった．

では 月～月の積算気温に基づいた分類を行う

が，冬季の気温については考慮されておらず，
 に属する大部分のブドウは－ ～－ 以下

では越冬できないといわれているため，冬季の最低気

温についても考慮が必要だと考えられた． が策定

した国際基準大気によると，日本では緯度が 度上が

ると気温が約  下がり，標高が  上昇すると気

温が約  下がる（   
）．日本国内では緯度と標高との間

には相関があることが示唆されたので，緯度と標高の

座標平面にクラス別にプロットした（）．
よりからまでは強い相関

性があり，と については 
から  ほど強くはないが相関が見られること

がわかった．に関してはが を超えた

地点が全て含まれるため大きなばらつきが出たと考え

られた．以上の結果により，国内において緯度と標高

（式 ）

気象指標を用いた日本の地理的分類
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との間には相関があることがわかった．

．．．．による分類による分類による分類による分類
の結果をに示した．日本では

（％）が最も多く，次いで（％）

が多かった．これらを合わせると全体の約半数を占め，

このことから日本は比較的温暖な地域が多く存在して

いることが明らかになった．と比較すると，分布は

非常によく似ているが  のほうが全体的に温暖なク

ラスが多く見られた．これは，補正係数の存在に

よって  よりも温暖なクラスが増えたためと考えた．

北海道については と同様に緯度とクラスの関連性

が低いことが示唆された．また，近年ワイナリーが増

加した空知付近は  に分類され周囲よりも気候が

温暖な可能性が示唆された． 
緯度と標高のプロットはとよく似た形となった．


．．．．による分類による分類による分類による分類
の結果をに示した．国内では

が最も多く，二番目に多い と合わせる

と全体の約 ％を占めることがわかった．なお

（）の方法ではクラスを つに分類して

いるが，計算を行った結果～ の地点が

存在しなかったためクラスを   から 
の つに分類した．
より，北海道で現在ワイン用ブドウ栽培が盛ん

な空知地方が  に分類された（岩見沢地点で

）．しかしながら，本州ではほとんど全てが

 つのクラスに分かれてしまったことから，より詳細

なクラス分けを考えることで国内の分類に使いやすい

指標となりうる可能性が示唆された．

．．．．による分類による分類による分類による分類
の結果をに示した．による

分類では日本国内は  が最も多く，全体の約

％を占めた．西日本はほとんどの地点でに
分類され，また他の指標と同様に北海道は東西で別れ，

北海道以外では緯度に依存的にクラス分けが変化する

と考えられた． 
日本地図上での配置は  や  と類似した．また，

他の指標と比較して回帰直線が最も平行に近い形状と

なった．しかし，気温以外の要素を無視しているため，

先に行った や のほうが精度は高いものと考

えられた．


考考考考    察察察察
ワイン用ブドウの栽培地域と気候との関連を明らか

にすることは今後の日本ワインの高品質化を図る上で

非常に重要なことである．本研究では既存の指標を応

用することで，我が国の気候を分類することが可能で

あると示された．また，緯度と標高から未観測地点の

気候分類がある程度可能であることが示された．本研

究で使用した気象のデータはアメダスの地点における

情報であり実際の栽培地の気候を表したものではない．

従って，特にアメダス基地との気象差が大きいと考え

られる圃場においては実際にブドウを栽培している圃

場に気象センサーを設置して観測を長期間行う必要が

あると考えられた．また補完的なデータとして農研機

構が作成したメッシュ農業気象データの活用も考えら

れた．
我が国では春から秋は悪天候が多く，  や 

で用いる緯度から算出した日照時間と実際の日照時間

とが異なるという問題があることから指標の見直しが

必要であると考えられた．日照時間は糖度や酸度やア

ントシアニンの蓄積など，ワイン用ブドウには非常に

重要は成分と関係すると考えられた．したがって，特

に日照時間は実測値の利用が必要だと思われる．また，

土地ごとに特異な局所的な気候条件（颪（おろし）や

盆地冷却など）が存在するため，それらがブドウの生

育に影響を与えることも考えられた．日本では降雨に

起因する病害が深刻であるため，品種選択をするには

雨量や湿度に関する解析が必要である．また，水分ス

トレスに対する適性が品種によって異なると考えられ，

土壌水分量に対する考慮も重要と考える．栽培地ごと

の気象の変化を正確に追うことで，その土地に合った

品種の評価をすることが可能となる．


要要要要    約約約約
ブドウの栽培地の気候は原料ブドウの品質を決定す

る重要なファクターの一つである．そのため，古くか

ら栽培地の気候とブドウの品種の関係性についての研

究が世界中で行われてきた．しかしながら日本におけ

る同様の研究は前例がなかったため本研究では

 のデータを使用して ，
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北海道については と同様に緯度とクラスの関連性
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より，北海道で現在ワイン用ブドウ栽培が盛ん

な空知地方が  に分類された（岩見沢地点で
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と考えられた． 
日本地図上での配置は  や  と類似した．また，

他の指標と比較して回帰直線が最も平行に近い形状と

なった．しかし，気温以外の要素を無視しているため，

先に行った や のほうが精度は高いものと考

えられた．


考考考考    察察察察
ワイン用ブドウの栽培地域と気候との関連を明らか

にすることは今後の日本ワインの高品質化を図る上で
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用することで，我が国の気候を分類することが可能で

あると示された．また，緯度と標高から未観測地点の

気候分類がある程度可能であることが示された．本研

究で使用した気象のデータはアメダスの地点における

情報であり実際の栽培地の気候を表したものではない．

従って，特にアメダス基地との気象差が大きいと考え

られる圃場においては実際にブドウを栽培している圃

場に気象センサーを設置して観測を長期間行う必要が

あると考えられた．また補完的なデータとして農研機

構が作成したメッシュ農業気象データの活用も考えら

れた．
我が国では春から秋は悪天候が多く，  や 

で用いる緯度から算出した日照時間と実際の日照時間

とが異なるという問題があることから指標の見直しが

必要であると考えられた．日照時間は糖度や酸度やア

ントシアニンの蓄積など，ワイン用ブドウには非常に

重要は成分と関係すると考えられた．したがって，特

に日照時間は実測値の利用が必要だと思われる．また，

土地ごとに特異な局所的な気候条件（颪（おろし）や

盆地冷却など）が存在するため，それらがブドウの生

育に影響を与えることも考えられた．日本では降雨に

起因する病害が深刻であるため，品種選択をするには

雨量や湿度に関する解析が必要である．また，水分ス

トレスに対する適性が品種によって異なると考えられ，

土壌水分量に対する考慮も重要と考える．栽培地ごと

の気象の変化を正確に追うことで，その土地に合った

品種の評価をすることが可能となる．


要要要要    約約約約
ブドウの栽培地の気候は原料ブドウの品質を決定す

る重要なファクターの一つである．そのため，古くか

ら栽培地の気候とブドウの品種の関係性についての研

究が世界中で行われてきた．しかしながら日本におけ

る同様の研究は前例がなかったため本研究では

 のデータを使用して ，

， そして 
 の  つの分類手法を用いて

日本国内の地理的分類を行った．それぞれについて計

算を行ったところ日本はいずれの指標においても幅広

く分類された．
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